
大地震発生！

あなたの家は大丈夫？

羽島市

火災が起こらなければ犠牲者は減ったのか
兵庫県南部地震(阪神・淡路大震災)直後の被災地の映像として、

街のいたるところで火災が発生し、大規模な延焼火災が起こってい
る様子が映し出されることが多いので、この地震による死者の多く
は火災による犠牲者だと思っている人がいますが､これは間違いで
す。
兵庫県の監察医のみなさんがまとめた、地震から2週間以内に神

戸市内で亡くなられた人々(3,875名のなかで詳細な分析の行なわ
れた3,651名)の死亡原因の調査結果をみると、圧倒的に多いのは
呼吸ができなくなって亡くなった「窒息死」で全体の53.9%、次が、
多臓器不全などにつながる「圧死」で12.4%、その他を含め、建物
もしくは家具が原因による犠牲者が全体の83.3%を占めます。残り
の16.7%の犠牲者の9割以上を占める15.4%の犠牲者は、火災現
場で発見されています。そしてその約8割に当たる12.2%の人たち
は、生きている状態で火事に襲われたことがわかっています。では、
なぜ生きていたのに、火事から逃げることができなかったのでしょ
うか?
その理由は明解です。彼らのほとんどは被災した建物の下敷きに

なって逃げ出せない状況だったのです。建物に問題がなければ、彼
らは火事が襲ってくる前に逃げ出せるので、焼死しなくてすんだの
です。つまり焼死した犠牲者の原因にはまず建物の問題があったと
いうことです。
以上の話から、建物の問題(一部家具含む)を原因として亡くなっ

た犠牲者の割合は、83.3%と12.2%を合わせた実に95.5%にも達
することがわかります。

地震対策で最優先すべきこと
地震対策で最も優先すべきものは何でしょうか。地震後の火災に

よる焼死者の問題、PTSD(心的外傷後ストレス障害)などの心理的
な問題、地域コミュニティ崩壊の問題、避難所・仮設住宅の問題瓦
礫やごみとその処理による環境への問題、地域経済の衰退の問題な
ど、いろいろな問題が兵庫県南部地震の後に指摘されました。もち
ろんこれらは問題として発現したのですから、それに対応する対策
は対症療法としては進めるべきです。しかし、これらに対応する対
策を個別に推し進めていっても、本質的な問題解決にはつながらな
いのです。
これらの問題がなぜ起こったかというと、地震直後に25万棟の

家が全半壊し、約5,500人の人たちが亡くなってしまったことが最
大の原因です。これが、緊急対応期から、復旧・復興期までに発現
したさまざまな問題の本質的な原因だったことを私たちはもっと深
く認識すべきです。
これまでの話からわかるように、近い将来に大きな地震を繰り返

し受ける可能性の高い日本が考えなければいけないのは、建物の耐
震化を最重要視した対策です。
地震で亡くなってしまう人の数を減らすことが地震防災の最重要

課題だとすれば、既存の弱い建物や施設の補修や補強、建て替えが
最も優先順位の高い課題です。この点を常に強調していかないと、
私たちはまた確実に同じ悲惨な状況に直面してしまいます。地震の
時に亡くなった人を「地震の犠牲者」と呼ぶことが多いのですが、
彼らは地震で亡くなっているのではありません。構造物が彼らを傷
つけ、殺しているのです。
耐震性の高い施設や構造物の建設にはそれなりのコストがかかり

ます(とはいっても、設備を含めた全体経費からみれば少額の予算
で耐震性は大幅に向上します)が、見てくれや経済にばかり気をと
られ耐震性への配慮を怠ると、自分の生命、家族や家庭が崩壊しか
ねない悲惨な状況を生んでしまうことを自覚して下さい。そしてこ
れらの大切なものは、いずれも代替のきかないものである点を認識
していただくことが大切です。

地震の本当の怖さを知っていますか

出所：内閣府 防災情報のページ

「間違いだらけの防災対策 第1回目」
東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター長 目黒公郎
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家庭内DIG
寝ているときに大地震発生！

あなたは無事ですか？

「DIG」とは、大きな地図を囲みながら、参加者全員で災害時の対応策などを考
える訓練のことで、「Disaster Imagination Game」の頭文字を取って「DIG(ディ
グ)」と名付けられました。
英語の動詞"dig”には、「掘り起こす、探求する、理解する」といった意味があり
ます。「DIG」という名称には「防災意識を掘り起こそう」、「地域を探求しよ
う」、「災害を理解しよう」といった、この訓練のねらいが込められています。

●真暗闇で確認できませんが、割れたガラスで
ケガをし、出血しているようです。

●助けを持っている間に火災が発生しましたが、
救急車も消防車も来ません。

●家屋が倒壊しました。

●固定していなかったタンスが転倒し、
体が挟まれて動けなくなりました。

想定：養老－桑名－四日市断層帯地震 マグニチュード7.7・震度6強
２０２３年７月１日午前３時００分発生（大規模停電発生）

参考：2022年7月1日天気晴れ、最高気温37.9℃、最低気温26.5℃ 出所：気象庁

今回は「寝室」の危険性をチェック！
記入例を参考にして書いてみましょう。
黒ペンを用意してください。
①建築年月を記入しましょう
②ベッド（布団）を描く
③寝室にある家具（本棚、机、椅子、テレビ、スタンド照明など）
④部屋の枠を作り、窓とドア（開く向き)を書きましょう。

赤ペンを用意してください。
⑤本棚やテレビなどで固定していないものが倒れる場所を囲みましょう。
⑥棚から物（特に割れ物）が落ちてくる場所を囲みましょう。
⑦窓や照明器具が割れた場合に破片が落ちる場所を囲みましょう。

それでは、羽島市で想定されている地震が発生した場合、
「あなたは無事」か想像してみましょう。

建築年月 年 月

平成28年4月に発生した熊本地震では、昭和56(1981)年5月以前に建て
られた「旧耐震基準」の住宅だけでなく、「新耐震基準」のうち、
平成12(2000)年6月に接合部等の規定が明確化される以前の木造住宅
にも倒壊等の被害が見られました。

あなたは無事でしたか？

出所：清流の国ぎふ 防災・減災センター

羽島市

寝室


